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は
じ
め
に

以
前
、
拙
稿
「
書
契
考
」（
以
下
、
山
田
二
〇
〇
九
と
表
記
）
に
て
、
文
字
史

や
書
道
史
の
文
脈
に
お
い
て
従
来
文
字
す
な
わ
ち
書
記
記
号
の
古
称
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
き
た
「
書
契
」
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
で
あ
る
『
易
』
繋
辞
下
伝
「
上

古
は
結
縄
し
て
治
め
、
後
世
聖
人
之
に
易
ふ
る
に
書
契
を
以
て
す
」
の
解
釈
の
系

譜
上
、
書
契
が
「
書
記
記
号
の
古
風
な
表
現
」
を
指
さ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
、
劉
歆
に

始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
実
際
に
そ
の
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
が
確
言
で
き
る

の
は
、
班
固
に
始
ま
る
こ
と
も
併
せ
て
明
ら
か
に
し
た
。

山
田
二
〇
〇
九
で
は
、「
書
契
」
と
い
う
表
記
と
『
易
』
や
他
の
先
秦
文
献
に

お
け
る
使
用
状
況
と
そ
の
解
釈
の
歴
史
を
論
述
の
中
心
と
し
た
が
、そ
こ
で
は「
書

契
＝
文
字
」
の
解
釈
が
定
着
し
た
背
景
と
し
て
、
統
一
秦
以
降
前
漢
の
あ
る
時
期

ま
で
の
間
、
契
の
使
用
が
激
減
し
、
い
わ
ば
死
語
に
な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
点

に
つ
い
て
指
摘
を
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め
る
た
め
に

は
、
先
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
契
と
同
義
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
券
の
分
析
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
を
し
た
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、［
書
契
＝
文
字
］
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
た
理
由
を
解
明
す

る
た
め
に
、
ま
ず
契
と
券
の
二
字
の
先
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
の
使
用
状
況
の
変

化
を
追
う
。
そ
し
て
、［
書
契
＝
文
字
］
の
関
係
が
、
前
漢
中
期
以
降
の
統
一
秦

由
来
の
公
的
語
彙
空
間
に
、
儒
家
的
語
彙
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
　
先
秦
～
前
漢
期
に
か
け
て
の
契
の
使
用
状
況

（
一
）　
先
秦
期
の
用
例

ま
ず
は
、
秦
の
天
下
統
一
以
前
（
先
秦
期
）
の
契
の
用
例
を
見
て
み
よ
う
。

先
秦
期
の
契
の
用
例
の
最
古
の
事
例
は
『
詩
』
で
あ
る
。

・
邶
風
／
撃
鼓

死
生
契
闊
。
子
と
説
を
成
せ
り
。
子
の
手
を
執
り
て
。
子
と
偕
に
老
ひ
ん
と
。

毛
伝
「
契
闊
は
勤
苦
な
り
。」『
経
典
釈
文
』「
契
、
本
又
た
挈
に
作
る
。」

・
小
雅
／
大
東

洌
た
る
氿
泉
有
り
。
穫
薪
を
浸
す
こ
と
無
か
れ
。
契
契
と
し
て
寤
歎
す
。
哀
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し
我
が
憚
人
。

毛
伝
「
契
契
は
憂
苦
な
り
。」

・
大
雅
／
緜

爰
に
始
め
爰
に
謀
り
。
爰
に
我
が
亀
を
契
す
。

毛
伝
「
契
は
開
な
り
。」
鄭
箋
「
其
の
亀
を
契
灼
し
て
こ
れ
を
卜
す
。」『
経

典
釈
文
』「
契
、
苦
計
の
反
。
本
又
た
挈
に
作
る
。
音
、
苦
結
の
反
。」

大
雅
「
緜
」
の
契
に
つ
い
て
、顔
師
古
『
漢
書
注
』
叙
伝
「
挈
は
刻
む
る
也
。」

と
あ
る
よ
う
に（

（
（

、「
刻
む
」
と
解
釈
す
る
説
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
契
を
文
字
の

古
称
で
あ
る
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
沈
舜
乾
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
一
）。

た
だ
し
、
こ
の
説
に
つ
い
て
は
林
澐
二
〇
〇
三
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
」
で
あ
る
甲
骨
文
に
牽
強
付
会
し
た
説
に
ほ
か
な
ら
ず
、

指
示
で
き
な
い（

（
（

。

以
下
、
前
四
世
紀
～
前
三
世
紀
の
成
書
が
想
定
さ
れ
る
他
の
経
書
や
諸
子
百
家

文
献
に
見
え
る
契
の
事
例
を
挙
げ
た
。
た
だ
し
、
殷
王
朝
の
始
祖
で
あ
る
契
を
指

す
事
例
、
並
び
に
『
墨
子
』
経
下
・『
荀
子
』
議
兵
の
よ
う
に
「
挈
」
へ
訂
正
さ

れ
る
べ
き
も
の
、
及
び
「
挈
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
除
外

し
た（

（
（

。

・『
禮
記
』
曲
禮
上

粟
を
獻
ず
る
も
の
は
右
契
を
執
る
。

・『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
十
年

范
宣
子
曰
は
く
「
天
子
の
右
す
る
所
、
寡
君
も
ま
た
こ
れ
を
右
す
。
左
す
る

所
も
ま
た
こ
れ
を
左
す
。」
と
。
王
叔
氏
を
し
て
伯
輿
と
要
を
合
せ
し
む
。

王
叔
氏
其
の
契
を
挙
ぐ
る
こ
と
能
は
ず
。
王
叔
晉
に
奔
る
。

・『
老
子
』
七
十
九
章

是
を
以
て
聖
人
、左
契
を
執
り
て
人
を
責
め
ず
。故
に
徳
有
る
は
契
を
司
り
、

徳
無
き
は
徹
を
司
る
。

・『
管
子
』
大
匡

客
と
有
司
と
は
契
を
別
ち
、
国
に
至
り
て
契
を
入
る
。

・『
韓
非
子
』
主
道

言
已
に
應
ず
れ
ば
、
則
ち
其
の
契
を
執
り
、
事
已
に
増
さ
ば
、
則
ち
其
の
符

を
操
る
。
符
契
の
合
ふ
所
は
、
賞
罰
の
生
ず
る
所
な
り
。

・『
韓
非
子
』
外
儲
説
左
下

一
、
罪
を
以
て
誅
を
受
く
れ
ば
、
人
は
上
を
怨
ま
ず
。
跀
危
は
子
皋
を
坐
せ

り
。
功
を
以
て
賞
を
受
く
れ
ば
、
臣
は
君
を
徳
と
せ
ず
。
翟
璜
は
右
契
を
操

り
て
軒
に
乗
れ
り
。襄
王
は
知
ら
ず
、故
に
昭
卯
は
五
乗
に
し
て
暉
を
履
く
。

上
任
を
過
た
ず
、
臣
能
を
誣
い
ざ
れ
ば
、
即
ち
臣
は
將
に
少
室
周
為
ら
ん
と

す
。

・『
呂
氏
春
秋
』
察
今

楚
人
に
江
を
渉
る
者
有
り
。
其
の
剣
舟
中
よ
り
水
に
墜
つ
。
遽
に
其
の
舟
に

契
み
て
曰
は
く
、是
れ
吾
が
剣
の
従
り
て
墜
つ
る
所
な
り
。
と
。
舟
止
ま
り
、

其
の
契
み
し
所
の
者
に
従
り
、
水
に
入
り
て
之
を
求
む
。
舟
は
已
に
行
け
ど

も
剣
は
行
か
ず
。
剣
を
求
む
る
こ
と
此
の
若
き
は
、
亦
た
惑
は
ず
や
。

・『
列
子
』
説
符

宋
人
道
に
游
ぶ
有
り
。
人
の
契
を
遺
す
も
の
を
見
、
帰
し
て
こ
れ
を
蔵
す
。

密
か
に
其
の
歯
を
数
へ
、鄰
人
に
告
げ
て
曰
は
く
「
吾
が
富
待
つ
べ
し
」
と
。



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
所
紀
�
　
第
七
號	

一
五

・『
群
書
治
要
』
巻
三
六
引
『
申
子
』
大
体

明
君
は
身
の
如
し
。
臣
は
手
の
如
し
。
君
は
号
の
若
し
、
臣
は
響
の
如
し
。

君
は
其
の
本
を
設
け
、
臣
は
其
の
末
を
操
る
。
君
は
其
の
要
を
治
め
、
臣
は

其
の
詳
を
行
ふ
。
君
は
其
の
柄
を
操
り
、
臣
は
其
の
常
に
事
ふ
。
人
臣
た
る

者
は
、
契
を
操
り
て
以
て
其
の
名
を
責
む
。

・『
周
禮
』
天
官
／
宰
夫

五
に
曰
く
府
。
官
契
を
掌
り
、
以
て
蔵
を
治
む
。

孫
詒
譲
『
周
礼
正
義
』「
官
契
、
即
ち
小
宰
八
成
の
書
契
な
り
。」

・『
周
禮
』
春
官
／
菙
氏

菙
氏
。
燋
契
を
共
し
て
以
て
卜
事
を
待
つ
こ
と
を
掌
る
。
凡
そ
卜
す
る
に
、

明
火
を
以
て
燋
を
爇
き
、
遂
に
其
の
焌
契
を
龡
き
、
以
て
卜
師
に
授
け
、
遂

に
こ
れ
を
役
す
。

鄭
玄
『
周
礼
注
』
引
杜
子
春
説
「
契
は
亀
を
契
す
る
の
鑿
を
謂
ふ
な
り
。」。

・『
周
禮
』
考
工
記
／
輈
人

行
く
こ
と
数
千
里
に
し
て
、
馬
契
需
せ
ず
。

鄭
玄
『
周
礼
注
』
引
鄭
司
農
説
「
契
は
讀
み
て
、
爰
に
我
が
亀
を
契
く
、
の

契
と
為
す
。」

・ 『
戦
国
策
』
西
周
策

今
、
君
の
最
を
し
て
太
子
為
ら
し
む
る
は
、
獨
知
の
契
な
り
。
天
下
未
だ
之

を
信
ず
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

・『
戦
国
策
』
秦
策
三

曰
く
、
臣
戰
ふ
と
き
は
、
主
を
載
国
に
契
り
、
以
て
王
と
約
す
。

・『
戦
国
策
』
魏
策
三

芒
卯
曰
は
く
、
臣
死
罪
有
り
。
然
り
と
雖
も
、
臣
死
さ
ば
、
則
ち
契
は
秦
に

折
け
て
、
王
の
以
て
秦
を
責
む
る
無
か
ら
ん
。
と
。

・『
戦
国
策
』
韓
策
三

安
成
君
、
東
の
か
た
魏
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
而
し
て
西
の
か
た
秦
に
貴
ば
れ
、

右
契
を
操
り
て
公
の
為
に
徳
を
秦
・
魏
の
主
責
め
ば
、
地
を
裂
き
て
諸
侯
と

為
ら
ん
。
公
の
事
な
り
。

・『
戦
国
策
』
燕
策
三

軻
自
ら
事
の
就
ら
ざ
る
を
知
り
、
柱
に
倚
り
て
笑
ひ
、
箕
踞
し
て
以
て
罵
り

て
曰
は
く
、
事
の
成
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
乃
つ
以
て
生
き
な
が
ら
之
を
劫

し
、
必
ず
約
契
を
得
て
以
て
太
子
に
報
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
と
。

以
上
の
用
例
か
ら
す
る
と
、
経
書
や
書
誌
百
家
文
献
に
見
え
る
契
は
、「
刻
み

目
を
有
し
た
割
り
符
」・「
刻
む
と
い
う
行
為
」・「
刻
み
目
」・「
開
く
」
な
ど
の
意

味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
文
字
に
関
連
す
る
意
味
で
は
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。

で
は
次
に
、始
皇
帝
統
一
か
ら
前
漢
武
帝
期
ま
で
の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

（
二
）　
統
一
秦
～
前
漢
武
帝
期
の
用
例

ま
ず
注
目
し
た
い
の
が
、
確
実
な
同
時
代
資
料
で
あ
る
秦
簡
（
統
一
以
前
・
以

降
）・
漢
簡
と
い
っ
た
出
土
文
字
資
料
の
内
、
律
令
や
各
種
行
政
文
書
で
は
、
契

が
一
切
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
行
政
用
語
と
し
て
契
を
使
用
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

で
は
文
献
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
確
実
に
前
漢
武
帝
期
ま
で
の
用
例
で
あ
る
と
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保
証
可
能
な
文
字
資
料
と
し
て
は
、『
淮
南
子
』・『
史
記
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、『
漢
書
』
の
上
奏
文
や
詔
勅
と
い
っ
た
行
政
文
書
由
来
の
部
分
も
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。

『
淮
南
子
』
の
用
例
で
は
、
後
述
す
る
「
券
契
」（
精
神
訓
・
主
術
訓
・
泰
族
訓
）

が
使
わ
れ
る
他
、「
か
な
う
」（
覧
冥
訓
・
精
神
訓
）・「
刻
む
」（
斉
俗
訓
・
説
林
訓
）、

或
い
は
殷
王
朝
の
始
祖
で
あ
る「
契
」（
斉
俗
訓
・
人
間
訓
・
泰
族
訓
）・「
苦
し
む
様
」

（
泰
族
訓
）
を
指
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

・
覧
冥
訓

其
の
功
烈
を
考
ふ
る
に
、
上
は
九
天
を
際
め
、
下
は
黄
壚
に
契
ひ
、
名
聲
は

後
世
に
被
り
、
光
暉
は
萬
物
を
重
く
。

・
精
神
訓

精
有
れ
ど
も
使
は
ず
、
神
有
れ
ど
も
行
は
ず
、
大
渾
之
樸
に
契
ひ
て
、
至
清

之
中
に
立
つ
。

・
斉
俗
訓

故
に
胡
人
は
骨
を
弾
き
、
越
人
は
臂
を
契
み
、
中
国
は
血
を
歃
る
也
。

・
説
林
訓

譬
へ
ば
猶
ほ
客
の
舟
に
乗
り
て
、
中
流
に
て
其
の
剣
を
遺
し
、
遽
に
其
舟
の

桅
に
契
み
、
暮
薄
に
し
て
こ
れ
を
求
む
る
が
ご
と
し
。

・
泰
族
訓

夫
れ
天
地
の
化
を
施
す
や
、
之
を
嘔
け
ば
生
じ
、
之
を
吹
け
ば
落
つ
。
豈
に

此
れ
契
契
た
ら
ん
や
。

『
史
記
』
の
用
例
で
は
、
そ
の
殆
ど
が
殷
王
朝
の
始
祖
で
あ
る
契
を
指
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
『
詩
』
商
頌
／
玄
鳥
の
『
経
典
釈
文
』
に
「
契
、
息
列
の

反
。
殷
の
始
祖
也
。
本
と
又
た
偰
に
作
る
。
同
じ
く
又
た
卨
に
作
る
。
古
字
也
。」

と
あ
る
よ
う
に
、
元
々
は
卨
と
表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
世
の
抄
写
の
段
階

で
契
に
標
準
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

そ
の
他
、
殷
王
朝
始
祖
の
名
前
以
外
の
契
を
使
用
し
た
用
例
と
し
て
は
、
刺
客

列
伝
第
二
十
六
「
生
き
て
之
を
劫
し
、
必
ず
約
契
を
得
て
以
て
太
子
に
報
ぜ
ん
と

欲
す
る
を
以
て
也
。」
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
荊
軻
説
話
の
中
で
荊

軻
自
身
の
台
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
『
戦
国
策
』
燕
策
三
に

も
見
え
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
特
に
秦
王
に
謁
見
以
降
、
刺
殺
失
敗
に
至

る
ま
で
の
記
述
は
そ
の
殆
ど
が
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
荊
軻
処
刑
以
降
の
後
日
談

の
記
述
が
『
戦
国
策
』
が
『
史
記
』
を
節
略
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
、『
戦
国
策
』
が
『
史
記
』
に
取
材
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
史
記
』
の
荊
軻
に
関
わ
る
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
刺
客
列
伝
末

尾
の
「
始
め
公
孫
季
功
・
董
生
の
夏
無
且
と
游
び
、
具
に
其
の
事
を
知
り
、
余
の

為
に
之
を
道
う
こ
と
是
の
如
し
。」
を
根
拠
と
す
る
記
述
の
独
自
性
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
に
従
え
ば
、
刺
客
列
伝
の
用
例
が
契
が
前
漢
武
帝
期
に
使
用
さ

れ
た
確
か
な
用
例
と
認
定
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
刺
客
列
伝
自
体
は
、
秦
王
暗
殺
未
遂
事
件
の
目
撃
者
た
る
夏
無
且
が

直
接
見
聞
し
た
以
外
の
記
述
、
例
え
ば
秦
に
至
る
ま
で
の
荊
軻
の
行
動
な
ど
の
内

容
を
豊
富
に
持
つ
。
従
っ
て
、
荊
軻
に
関
わ
る
記
述
は
全
面
的
に
夏
無
且
経
由
の

情
報
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
上
記
太
史
公
曰
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
複

数
の
荊
軻
説
話
に
取
材
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
夏
無
且
経
由
の
情
報

は
、
編
纂
過
程
の
中
で
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
根
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
す
べ

き
だ
ろ
う
（
そ
れ
が
「
余
の
為
に
之
を
道
ふ
こ
と
是
の
如
し
」
と
記
述
さ
れ
た
の
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で
あ
る
）。

以
上
の
検
討
の
結
果
、
刺
客
列
伝
の
契
は
『
史
記
』
が
編
纂
の
材
料
と
し
て
用

い
た
資
料
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
説
話
の
形
成
自
体

は
、
反
秦
を
内
容
と
す
る
関
係
上
、
前
漢
初
頭
に
ま
で
降
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、『
淮
南
子
』
と
『
史
記
』
の
用
例
か
ら
す
る
に
、
少
な
く
と
も
前
漢

成
立
以
降
武
帝
期
に
至
る
ま
で
に
、
契
が
特
定
の
学
派
や
先
秦
由
来
の
材
料
の
引

用
に
よ
っ
て
の
み
使
用
さ
れ
、
一
般
に
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
語
彙
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

『
漢
書
』
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
古
今
人
表
冒
頭
や
司
馬
遷
伝
賛
の
よ
う
な
班

固
自
身
の
論
評
・
解
説
部
分
や
、
王
莽
が
政
権
を
主
導
し
た
時
期
に
い
く
つ
か
例

が
あ
る
が
こ
れ
は
後
述
す
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
東
方
朔
伝
・
王
褒
伝
に
殷
の
始

祖
た
る
契
が
、
高
帝
紀
に
「
丹
書
鉄
契
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る（

（
（

。

で
は
、
他
の
前
漢
武
帝
期
以
前
の
文
献
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

・『
韓
詩
外
伝
』
卷
六

強
暴
の
国
に
事
ふ
る
は
難
く
、
強
暴
の
国
を
し
て
我
に
事
へ
し
む
る
は
易

し
。
之
に
事
ふ
る
に
貨
宝
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
宝
は
単
く
る
と
も
交
は
り

は
結
ば
れ
ず
。
約
契
盟
誓
す
れ
ば
、
則
ち
約
定
ま
る
と
も
反
く
に
日
無
し
。

『
韓
詩
外
伝
』
と
同
様
の
文
が
『
荀
子
』
富
国
に
も
引
か
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

ち
ら
は
「
約
契
盟
誓
」
を
「
約
信
盟
誓
」
に
作
っ
て
い
る
。

・『
荀
子
』
富
国

国
を
持
す
る
の
難
易
、
強
暴
の
国
に
事
ふ
る
は
難
く
、
強
暴
の
国
を
し
て
我

に
事
へ
し
む
る
は
易
し
。
之
に
事
ふ
る
に
貨
宝
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
貨
宝

は
単
く
る
と
も
交
は
り
は
結
ば
れ
ず
。
約
信
盟
誓
す
れ
ば
、
則
ち
約
定
ま
る

と
も
畔
く
に
日
無
し
。

こ
の
両
者
の
関
係
は
、
契
が
「
信
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
文
字
と

は
関
係
の
な
い
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
材
料
と
な
る
。
ま
た
両
者
の

関
係
は
、
互
い
に
記
述
に
出
入
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、『
荀
子
』
か
ら
『
韓

詩
外
伝
』
が
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
両
者
共
通
の
祖
本
か
ら
派
生
し
た
別
個
の

テ
キ
ス
ト
を
、両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
引
用
・
改
変
し
た
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、

『
韓
詩
外
伝
』
が
前
漢
（
文
帝
か
ら
景
帝
期
）
韓
嬰
撰
で
は
あ
る
が
、「
約
契
盟
誓
」

と
い
う
表
現
自
体
は
先
秦
に
遡
る
材
料
に
も
と
づ
く
と
了
解
さ
れ
る
。

（
三
）　
契
の
使
用
状
況
の
ま
と
め

以
上
、先
秦
～
前
漢
（
武
帝
紀
）
ま
で
の
契
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

は
じ
め
に
、
統
一
秦
以
前
の
経
書
や
書
誌
百
家
文
献
に
見
え
る
契
の
意
味
は
、

「
刻
み
目
を
有
し
た
割
り
符
」・「
刻
む
と
い
う
行
為
」・「
刻
み
目
」・「
開
く
」
な

ど
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
文
字
に
関
連
す
る
意
味
で
は
使
用
さ
れ
て
は
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
に
、
そ
れ
以
降
～
前
漢
武
帝
期
ま
で
の
文
献
で
の
使
用
状
況
も
同
様
で
あ
る

こ
と
、
更
に
文
献
に
見
え
る
漢
代
人
の
言
説
や
公
的
な
文
書
で
は
契
が
使
用
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
事
実
、
確
実
な
同
時
代
資
料
で
あ
る
秦
簡
（
統
一

以
前
・
以
降
）・
漢
簡
と
い
っ
た
出
土
文
字
資
料
の
内
、
律
令
や
各
種
行
政
文
書

で
も
、
契
が
一
切
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

で
は
、
次
章
で
は
契
と
同
義
語
で
使
わ
れ
た
券
に
つ
い
て
、
契
と
同
様
に
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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二
　
券
の
使
用
状
況

（
一
）　
文
献
上
の
使
用
状
況

ま
ず
は
契
と
同
じ
く
、
券
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
そ
の
傾
向
を
述
べ
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
る
。

券
の
用
例
の
多
く
は
、
割
り
符
・
証
文
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
契
約
関
連
語
彙
と
し

て
使
用
さ
れ
る（

（
（

。
契
と
券
の
意
味
が
重
な
る
の
は
ま
さ
し
く
こ
の
部
分
で
あ
り
、

本
論
で
は
そ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
券
を
対
象
に
分
析
を
行
う
こ
と
に
す

る
。こ

こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
い
わ
ゆ
る
五
経
や
『
論
語
』・『
孟
子
』
な
ど
の
儒

家
系
文
献
で
は
、
券
自
体
の
使
用
例
が
殆
ど
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
儒
家
系

文
献
で
は
、
僅
か
に
『
荀
子
』
君
道
篇
に
「
契
券
」
と
契
と
券
と
が
熟
語
化
し
た

形
で
使
用
さ
れ
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
上
述
の
契
が
学
派

を
問
わ
ず
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
一
層
そ
の
特
徴
が
際
だ
つ
。

・『
荀
子
』
君
道

符
節
を
合
し
、
契
券
を
別
つ
は
、
信
を
為
す
所
以
也
。
…
（
中
略
）
…
是
の

如
く
な
れ
ば
則
ち
小
民
に
在
り
と
雖
も
、
符
節
を
合
し
て
契
券
を
別
つ
こ
と

を
待
た
ず
し
て
信
あ
り
、
…
（
後
略
）
…
。

こ
の
事
実
か
ら
、
少
な
く
と
も
儒
家
の
中
で
は
、
券
が
単
独
か
つ
頻
繁
に
使
用

さ
れ
る
語
彙
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
荀
子
』
の
事
例

が
「
契
券
」
と
い
う
連
語
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
券
が
契
と
連
言
し
て
一
つ
の

語
彙
に
転
化
す
る
こ
と
で
し
か
使
用
さ
れ
な
い
（
＝
単
独
で
使
用
さ
れ
な
い
）
語

彙
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
了
解
さ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
特
徴
は
単
に
儒
家
の
使
用
語
彙
の
学
派
性
に
関
係
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
他
の
要
素
（
地
域
・
時
間
）
が
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
他
の
諸

百
家
文
献
の
事
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し

よ
う
。

諸
子
百
家
文
献
で
、
契
約
関
連
語
彙
と
し
て
使
用
さ
れ
る
券
の
用
例
は
、
契
と

組
み
合
わ
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
大
き
く
二
つ
に

分
か
れ
る
。
ま
ず
は
後
者
の
例
か
ら
挙
げ
よ
う
。

・『
戦
国
策
』
齊
策
四

驅
つ
て
薛
に
之
き
、
吏
を
し
て
諸
民
の
当
に
償
ふ
べ
き
者
を
召
さ
し
む
。
悉

く
來
り
て
券
を
合
は
す
。
券
徧
く
合
ふ
。
起
ち
て
命
と
矯
は
り
、
責
を
以
て

諸
民
に
賜
ひ
、
因
り
て
其
の
券
を
焼
く
。
民
、
万
歳
と
称
す
。（
…
中
略
…
）

臣
竊
か
に
君
の
命
と
矯
り
、
責
を
以
て
諸
民
に
賜
ひ
、
因
り
て
其
の
券
を
焼

き
。
民
万
歳
を
称
す
。

・『
墨
子
』
号
令（

（
（

粟
米
・
布
帛
・
銭
金
を
収
め
、
畜
産
を
出
内
す
る
に
は
、
皆
為
に
其
の
賈
を

平
直
し
、
主
券
の
人
に
与
へ
て
之
を
書
せ
し
む
。（
…
中
略
…
）
吏
之
が
券

を
為
り
、
其
の
枚
数
を
書
す
。

・『
墨
子
』
雑
守

民
の
粟
・
米
・
布
帛
。
金
銭
・
牛
馬
・
畜
産
を
獻
ず
れ
ば
、
皆
為
に
平
賈
を

置
き
、
主
人
に
券
を
与
へ
て
之
を
書
す
。

・『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
下

田
嬰
官
を
し
て
押
券
・
斗
石
・
累
升
の
計
を
具
せ
し
む
。
王
自
ら
計
を
聴
き
、

計
は
聴
く
に
勝
へ
ず
。（
…
中
略
…
）
俄
に
し
て
王
已
に
睡
る
。
吏
盡
く
刀
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を
揄
き
其
の
押
券
斗
石
の
計
を
削
る
。

・『
商
君
書
』
定
分

即
ち
左
券
を
以
て
吏
の
法
令
を
問
ふ
者
に
予
へ
、
法
令
を
主
る
の
吏
は
、
謹

ん
で
其
の
右
券
を
木
柙
に
蔵
し
、
室
を
以
て
之
を
蔵
し
、
封
ず
る
に
法
令
の

長
印
を
以
て
す
。
即
し
後
物
故
有
れ
ば
、
券
書
を
以
て
事
に
従
ふ
。

・『
史
記
』
平
原
君
虞
卿
列
伝

且
つ
虞
卿
其
の
兩
権
を
操
る
。
事
成
れ
ば
、
右
券
を
操
り
て
以
て
責
む
。
事

成
ら
ざ
れ
ば
、
虚
名
を
以
て
君
に
徳
せ
ん
と
す
。

・『
管
子
』
輕
重
丁

貸
称
の
家
、
皆
其
の
券
を
折
り
、
而
し
て
其
の
書
を
削
り
、
其
の
積
蔵
を
発

し
、
其
の
財
物
を
出
だ
し
、
以
て
貧
病
を
賑
は
し
、
其
の
故
舊
に
分
か
つ
。

・『
管
子
』
問

人
の
粟
米
を
貸
し
て
、
別
券
あ
る
者
は
幾
何
家
ぞ
、
問
う
。

・『
管
子
』
山
国
軌

女
貢
の
織
帛
、
苟
く
も
国
奉
に
合
す
る
者
は
、
皆
置
き
て
之
を
券
に
す
。（
…

中
略
…
）
幐
・
籯
・
㞕
糗
・
公
衣
は
、
功
已
れ
ば
而
ち
公
に
帰
し
、
券
を
折
る
。

・『
管
子
』
山
至
数

皮
革
筋
角
・
羽
毛
竹
箭
・
器
械
財
物
・
苟
く
も
国
器
・
君
用
に
合
ふ
者
は
、

皆
上
に
矩
券
有
り
。
君
、
郷
州
に
実
た
し
て
焉
を
蔵
せ
し
む
。
曰
く
、
某
月

某
日
、
苟
く
も
責
に
従
ふ
者
は
、
郷
に
決
し
州
に
決
せ
ん
と
。

こ
れ
ら
の
用
例
は
皆
、
割
り
符
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
期
的

に
は
紀
元
前
三
世
紀
に
降
る
。
従
っ
て
、
券
は
契
よ
り
も
後
出
の
語
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

券
が
『
戦
国
策
』
斉
策
や
『
管
子
』
な
ど
斉
と
関
係
が
深
い
書
籍
に
見
え
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
斉
で
使
用
さ
れ
て
い
た
方
言
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
て
も
よ
い

が
、
材
料
の
不
足
も
あ
る
た
め
本
論
で
は
時
代
差
の
部
分
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。

（
二
）　
出
土
文
字
資
料
の
事
例

続
い
て
、
出
土
文
字
資
料
に
見
え
る
券
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

・
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
。
秦
律
十
八
種
　
八
〇
―
八
一（

（1
（

県
・
都
官
の
效
・
計
に
坐
し
以
て
償
を
負
ふ
者
、
已
に
論
ず
れ
ば
、
嗇
夫
即

ち
其
の
直
銭
を
以
て
其
の
官
長
及
び
冗
吏
に
分
負
し
、
而
し
て
人
ご
と
に
参

弁
券
を
与
へ
、
以
て
少
内
に
效
し
、
少
内
以
て
之
を
收
責
す
。
其
の
贏
を
入

る
る
者
も
、
亦
た
官
弁
券
を
与
へ
、
之
を
入
る
。
其
の
債
敢
て
歳
を
逾
ゆ
る

毋
し
、
歳
を
逾
へ
て
入
れ
ず
及
び
令
の
如
く
せ
ざ
る
者
は
、
皆
律
を
以
て
之

を
論
ず
。

・
同
　
法
律
答
問
　
一
四
六

久
書
・
符
券
・
公
璽
・
衡
累
を
亡
な
ふ
、
已
に
し
て
坐
し
て
以
て
論
ぜ
ら
る

も
、
後
に
自
ら
亡
ひ
し
所
を
得
、
論
は
除
（
ゆ
る
）
す
に
当
つ
や
、
当
て
ざ

る
や
。
当
て
ず
。

・
同
　
一
七
九

●
何
を
か
券
を
亡
さ
ば
而
ち
害
を
な
す
と
謂
ふ
か
。
●
校
せ
る
券
右
を
亡
す

を
害
と
為
す
。

・
雲
夢
龍
崗
秦
簡（

（1
（

…
…
禁
苑
中
に
…
す
る
者
は
吏
に
参
弁
券
を
与
ふ
…
…
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「
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二
〇

・
張
家
山
漢
簡
『
奏
讞
書
』
二
二（
（1
（

（
始
皇
帝
六（
前
二
四
一
）年
）六
月
癸
卯
、（
里
）典
の
贏
が
告
げ
て
曰
は
く
、

（
…
中
略
…
）
婢
に
訊
す
黨
に
与
に
爭
鬥
す
る
・
相
ひ
怨
む
・
□
□
葆
庸
を

取
る
・
里
人
知
識
弟
兄
の
貧
窮
に
し
て
、
疑
ふ
ら
く
は
婢
を
盜
傷
す
る
者
有

る
や
。
曰
く
、
有
る
毋
し
。
刀
を
視
る
に
、
鉄
環
・
長
九
寸
。
婢
僨
れ
し
所

に
尺
半
の
荊
券
一
枚
有
り
、
其
の
歯
は
賈
人
の
券
の
類
し
。
婢
曰
く
、
此
の

券
毋
し
。
女
子
噲
を
訊
問
す
る
に
、
曰
く
、
内
中
に
病
臥
し
、
出
入
す
る
を

者
を
見
ず
。
順
等
求
め
て
得
ず
、
獄
史
挙
閼
に
令
し
て
代
は
ら
し
む
。
挙
閼

婢
の
僨
れ
し[

所]

の
券
を
以
て
賈
市
者
を
廉
視
す
る
に
、
繒
中
の
券
の
類

き
な
り
。
今
、
販
繒
者
に
令
し
て
視
し
む
る
に
、
曰
く
、
券
歯
百
一
十
尺
・

尺
百
八
十
銭
。
銭
千
九
百
八
十
、繒
中
の
券
の
類
し
。
艔
等
に
訊
す
。
曰
く
、

此
の
券
毋
し
。
其
の
左
を
讂
求
す
る
も
、
得
ず
。
挙
閼
求
む
る
も
、
徴
物
の

以
て
之
を
得
る
毋
く
、
即
ち
人
の
豎
子
及
び
賈
市
者
・
舍
人
・
人
臣
僕
・
僕

隸
臣
・
貴
大
の
人
臣
の
敬
徳
な
ら
ざ
る
、
它
県
の
人
の
來
り
て
庸
に
乗
じ
、

疑
ふ
ら
く
は
盜
賊
を
為
す
者
を
收
訊
し
、
遍
ね
く
其
の
為
謂
を
視
、
即
ち
出

入
の
所
、
以
て
衣
食
を
為
す
者
を
簿
し
、
其
の
居
処
の
状
を
廉
問
す
る
も
、

得
ず
。（
…
中
略
…
）即
ち
就
き
て
訊
磔
し
、恐
猲
し
て
笞
た
ん
と
欲
す
る
に
、

改
め
て
曰
く
、
貧
急
に
し
て
作
業
毋
く
、
恒
に
旗
下
に
游
び
、
数
ば
賈
人
の

券
を
見
、
言
雅
に
剽
盜
せ
ん
と
欲
し
、
詳
り
て
券
を
為
り
、
操
り
、
盜
む
べ

き
を
視
、
券
を
其
の
旁
に
盜
置
し
、
吏
を
し
て
賈
市
者
を
求
め
し
む
る
も
、

言
毋
し
。
孔
、
一
女
子
の
簦
を
操
り
銭
を
但
ふ
を
見
、
其
の
時
吏
悉
く
黔
首

に
令
し
て
田
に
之
き
て
螽
を
救
は
し
め
、
邑
中
人
少
な
く
、
孔
自
ら
以
て
利

あ
り
、
女
子
を
刺
殺
し
て
銭
を
奪
ふ
に
足
る
と
為
し
、
即
ち
従
ひ
て
巷
中
に

到
り
、
左
右
に
人
毋
き
を
瞻
、
刀
を
以
て
刺
し
、
銭
を
奪
ひ
て
去
走
す
。
前

に
匿
し
て
言
は
ざ
る
は
、
罪
あ
り
。
問
ふ
こ
と
辞
の
如
し
。
贓
千
二
百
銭
、

已
に
核
し
、
孔
は
完
し
て
城
旦
と
為
す
。
孔
は
端
に
券
を
為
り
、
人
を
賊
刺

し
、
銭
を
盜
奪
し
、
券
を
其
の
旁
に
置
き
、
吏
を
し
て
知
る
勿
か
ら
し
め
、

未
だ
嘗
つ
て
有
ら
ず
。
黔
首
之
を
畏
害
し
、
出
人
敢
へ
て
せ
ず
、
斯
く
の
若

き
は
甚
だ
大
害
な
り
。
順
等
求
め
て
得
ず
、
乃
ち
挙
閼
に
令
し
て
代
は
ら
し

む
る
も
、
徴
物
毋
く
、
挙
閼
智
を
以
て
研
し
て
求
得
し
、
其
の
得
る
所
以
の

者
甚
だ
微
巧
、
盜
賊
を
し
て
敢
て
発
せ
ざ
ら
し
む
。（
…
後
略
…
）

・
張
家
山
漢
簡
『
算
数
書
』
税
田

税
田
。
税
田
廿
四
歩
。
八
歩
ご
と
に
一
斗
な
れ
ば
、
三
斗
を
租
と
す
。
今
券

を
三
斗
一
升
に
誤
る
。
問
ふ
幾
何
歩
ご
と
に
一
斗
な
る
か
。
得
て
曰
く
、
七

歩
卅
七
（
一
の
誤
り
）
分
歩
の
廿
三
に
し
て
一
斗
な
り
と
。
術
に
曰
く
、
三

斗
一
升
な
る
者
を
法
と
為
し
、
税
田
を
十
し
て
［
実
と
為
す
］、
法
の
如
く

に
し
て
一
歩
た
ら
し
む
。

・
同
　
誤
券（

（1
（

誤
券
。
禾
に
租
す
る
に
券
を
誤
ま
る
者
、
術
に
曰
く
、
升
無
き
者
は
税
田
の

数
を
置
き
て
以
て
実
と
為
し
、
而
し
て
券
の
斗
を
以
て
一
と
為
し
、
石
を
以

て
十
と
為
し
、
并
せ
て
以
て
法
と
為
す
。
法
の
如
く
に
し
て
一
歩
を
得
。
其

の
券
に
斗
有
る
者
は
、
与
田
の
歩
数
を
置
き
て
以
て
実
と
為
し
、
而
し
て
券

の
斗
を
以
て
一
と
為
し
、
石
を
以
て
十
と
為
し
、
并
せ
て
以
て
法
と
為
す
。

法
の
如
く
に
し
て
一
歩
を
得
。
其
の
券
に
升
有
る
者
は
、
与
田
の
歩
数
を
置

き
て
以
て
実
と
為
し
、
而
し
て
券
の
升
を
以
て
一
と
為
し
、
斗
を
以
て
十
と

為
し
、
并
せ
て
法
と
為
す
。
法
の
如
く
に
し
て
一
歩
を
得
。



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
所
紀
�
　
第
七
號	

二
一

同
　
租
誤
券

租
誤
券
。
田
一
畝
、之
に
租
す
る
こ
と
十
歩
に
一
斗
。
凡
そ
租
は
二
石
四
斗
。

今
券
を
二
石
五
斗
に
誤
る
。
其
の
歩
数
を
益
軟
せ
ん
と
欲
す
。
問
ふ
益
軟
す

る
こ
と
幾
何
ぞ
。
曰
く
、
九
歩
五
分
歩
の
三
に
し
て
一
斗
。
術
に
曰
く
、
誤

券
を
以
て
法
と
為
し
、
与
田
以
て
実
と
為
す
。

・
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
賊
律
一
四
―
一
五

…
諸
そ
詐
り
て
券
書
を
増
減
し
、
及
び
書
を
為
る
に
故
に
詐
り
て
副
せ
ず
、

其
の
以
て
負
債
を
避
け
ん
と
し
、
賞
賜
財
物
を
受
く
る
が
若
き
は
、
皆
贓
に

坐
し
て
盜
と
為
す
。

・
同
　
賊
律
五
二

書
・
符
券
・
門
衞
に
入
る
の
木
久
・
塞
門
・
城
門
の
鑰
を
亡
せ
ば
、
罰
金
各

二
兩
。

・
同
　
戸
律
三
三
一
―
三
三
六

民
の
先
に
令
し
て
相
ひ
田
宅
・
奴
婢
・
財
物
を
分
か
た
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、

郷
嗇
夫
身
も
て
其
の
令
を
聴
き
、
皆
参
弁
券
も
て
之
を
書
し
、
輒
ち
上
す
る

こ
と
戸
籍
の
如
し
。
爭
有
る
者
は
、
券
書
を
以
て
従
事
し
、
券
書
毋
き
は
、

聴
く
な
か
れ
。
分
か
つ
所
の
田
宅
、
戸
を
為
さ
ず
と
も
、
得
て
之
を
有
し
、

八
月
に
至
り
て
戸
に
書
す
。
留
め
て
先
令
を
難
じ
、
券
書
を
為
ら
ざ
る
は
、

罰
金
一
兩
。

・
同
　
金
布
律
四
二
六

…
吏
…
官
に
告
ぐ
る
、
及
び
帰
任
し
県
道
官
に
行
き
□
、
稗
官
の
印
を
有
す

る
者
は
、
券
書
の
其
の
廷
に
上
す
を
聴
く
。
居
県
道
に
移
し
、
居
県
道
皆
封

蔵
す
。

・
同
　
金
布
律
四
二
九
―
四
三
二

官
の
作
務
・
市
を
為
し
、
及
び
租
質
銭
を
受
く
る
は
、
皆
な
缿
を
為
し
、
封

ず
る
に
令
丞
印
を
以
て
し
て
入
れ
、
参
弁
券
を
之
に
与
へ
、
輒
ち
銭
を
缿
中

に
入
れ
、
中
弁
も
て
其
廷
に
上
し
。
質
あ
る
者
は
券
を
与
ふ
る
な
か
れ
。

・
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
。
老
子
甲
篇
後
古
佚
書
　
明
君（

（1
（

虚
券
を
以
て
之
を
言
ふ
者
な
り
。
臣
は
賢
士
の
請
を
以
て
虚
券
以
て
せ
ざ
る

の
言
を
為
す
。

・『
孫
臏
兵
法
』
勢
備（

（1
（

…
…
券
不
道
（
前
と
の
つ
な
が
り
は
欠
文
の
た
め
不
明
）。

以
上
の
出
土
文
字
資
料
の
事
例
は
、
戦
国
後
期
（
前
三
世
紀
）
か
ら
前
漢
に
か

け
て
の
も
の
だ
が
、
確
実
な
時
期
を
想
定
可
能
で
あ
る
睡
虎
地
・
龍
崗
秦
簡
や
、

始
皇
帝
期
の
紀
年
を
持
つ
奏
讞
書
や
前
漢
の
二
年
律
令
で
も
券
が
専
用
さ
れ
、
契

が
一
切
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
数
値
を
伴
っ
た
証
明
事
項

が
記
載
さ
れ
た
割
り
符
に
つ
い
て
、
行
政
用
語
と
し
て
は
券
が
排
他
的
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
近
出
の
里
耶
秦
簡
か
ら
も
券
の
用
例
が
獲
得
さ
れ

て
い
る
。

・
里
耶
秦
簡

【
J1
⑧
134
正
】
廿
六
年
八
月
庚
戌
朔
丙
子
（
…
中
略
…
）
今
、
校
券
一
牒

を
為
し
、
上
す
。（
…
中
略
…
）
其
れ
之
を
亡
く
さ
ば
、
債
券
を
為
り
て
遷

陵
に
移
せ
。（
…
後
略
…
）

【
J1
⑨
1
正
】
丗
三
年
四
月
辛
丑
朔
丙
午
（
…
中
略
…
）
今
、
銭
校
券
一

を
為
り
上
す
。（
…
後
略
…
）
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二
二

里
耶
秦
簡
で
は
、
始
皇
帝
三
十
三
（
前
二
一
四
）
年
の
紀
年
を
持
つ
複
数
の
簡

で
「
銭
校
券
」
な
る
表
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、JI
⑨
2
正
・
JI
⑨
4
正
・

同
5
正
・
同
6
正
・
同
7
正
・
同
8
正
・
同
9
正
・
同
10
正
・
同
11
正
・
同
12
正

に
も
見
え
る（

（1
（

。
何
れ
も
、
貲
に
よ
っ
て
発
生
し
た
債
務
を
労
役
で
支
払
っ
て
い
る

人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
配
属
先
に
債
務
の
計
算
や
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
文
書

で
あ
り
、「
銭
校
券
」
が
行
政
上
の
特
定
の
意
味
を
持
た
せ
た
用
語
で
あ
る
こ
と

が
了
解
さ
れ
る
。

こ
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
J1
⑨
3
正
面
の
「
銭
校
券
書
」
が
正
式
の
表
記
で
、

「
銭
校
券
」
や
JI
⑨
6
正
の
「
銭
券
」
は
そ
の
略
表
記
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

銭
校
券
書
と
い
う
文
書
自
体
、
簡
の
文
面
が
債
務
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
務

の
存
在
と
そ
の
具
体
的
内
容
を
証
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

J1
⑧
134
正
面
の
内
容
自
体
は
、
遷
陵
県
の
公
船
の
貸
し
出
し
に
関
わ
る
も
の

だ
が
、
こ
の
簡
の
券
の
具
体
的
な
使
用
状
況
と
し
て
、「
校
券
」「
債
券
」
の
二
例

が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
文
面
か
ら
し
て
お
そ
ら
く
公
船
の
貸
し
出
し
を
証
明
す
る

文
書
の
写
し
（
実
際
に
、
J1
⑧
134
正
面
の
文
書
と
共
に
送
付
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
）
で
あ
り
、
後
者
は
船
を
亡
失
し
た
場
合
に
作
成
さ
れ
る
債
務
証
明
書
で
あ

る
と
そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
秦
～
前
漢
に
か
け
て
、
証
明
す
べ
き
事
項
が
記
入
さ
れ
た
割
り
符
や
文

書
に
、
契
で
は
な
く
券
が
排
他
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
秦
～
前
漢

に
お
い
て
券
こ
そ
が
公
的
に
定
義
さ
れ
た
行
政
用
語
で
あ
る
こ
と
が
が
確
認
さ
れ

た
。次

節
で
は
契
と
券
の
両
者
を
合
わ
せ
た
「
券
契
」「
契
券
」
な
る
語
に
つ
い
て

採
り
上
げ
る
。

（
三
）　
熟
語
と
し
て
の
「
契
券
」・「
券
契
」

で
は
次
に
「
券
契
」・「
契
券
」
と
連
語
で
称
さ
れ
る
事
例
を
挙
げ
る
。

・『
管
子
』
輕
重
甲
第
八
十

子
、之
と
与
に
其
の
券
契
の
歯
、釜
鏂
の
数
を
定
め
よ
。侈
弇
を
為
す
を
得
ず
。

・『
管
子
』
輕
重
乙
第
八
十
一

君
、
幣
の
輕
重
に
直
て
、
以
て
其
の
数
を
決
し
、
券
契
の
責
無
か
ら
し
め
よ
。

則
ち
囷
窌
に
積
蔵
す
る
の
粟
、
皆
君
に
帰
す
。

・『
管
子
』
輕
重
丁
第
八
十
三

願
は
く
は
以
て
吾
が
貧
萌
の
為
に
、
其
の
子
息
の
数
を
決
し
、
券
契
の
責
無

か
ら
し
め
ん
。
と
。（
…
中
略
…
）
出
だ
す
所
の
棧
臺
の
職
、
未
だ
参
千
純

な
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
、
而
も
四
方
の
子
息
の
数
を
決
し
、
券
契
の
責
無
か

ら
し
む
。

・『
慎
子
』
逸
文
（『
太
平
御
覧
』
巻
四
四
〇
引
）

券
契
を
折
し
て
符
節
に
属
す
。
賢
不
肖
之
を
用
ふ
。

・『
淮
南
子
』
精
神
訓

子
罕
、
宝
玉
を
利
と
せ
ず
し
て
、
券
契
を
爭
ふ
も
の
媿
ず（

（
（

。（
子
罕
は
宋
人
。

『
左
伝
』
襄
公
十
五
年
）

・『
淮
南
子
』
主
術
訓

券
契
束
帛
・
刑
罰
斧
鉞
は
、
其
の
以
て
難
を
解
く
に
於
け
る
や
、
薄
し
。

・『
淮
南
子
』
泰
族
訓

故
に
民
書
を
知
り
て
徳
衰
へ
、
数
を
知
り
て
厚
衰
へ
、
券
契
を
知
り
て
信
衰

へ
、
械
機
を
知
り
て
実
衰
ふ
也
。

こ
ち
ら
の
用
例
も
、
無
論
意
味
と
し
て
は
割
り
符
と
な
る
。
こ
の
用
例
の
早
期
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の
も
の
は
、『
荀
子
』・『
慎
子
』
だ
が
、
そ
れ
で
も
時
期
は
紀
元
前
三
世
紀
後
半

以
降
に
降
る
。

従
っ
て
、
契
→
券
→
連
語
（
契
券
・
券
契
）
の
順
で
成
立
し
た
可
能
性
が
指
摘

で
き
る
。

こ
れ
を
傍
証
す
る
の
が
『
戦
国
策
』
齊
策
四
の
「
契
券
」
の
事
例
で
あ
る
。

・『
戦
国
策
』
齊
策
四

是
に
於
て
車
を
約
へ
裝
を
治
め
、
券
契
を
載
せ
て
行
く
。

『
戦
国
策
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
筋
立
て
で
構
成
さ
れ
る
文
章
が
、『
史
記
』
孟
嘗
君

列
伝
に
見
え
る
。

・『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五

辞
し
て
行
き
、
薛
に
至
る
。
孟
嘗
君
の
銭
を
取
る
者
を
召
し
て
皆
會
す
。
息

銭
十
万
を
得
た
り
。
迺
ち
多
く
酒
を
釀
し
肥
牛
を
買
ひ
、
諸
の
銭
を
取
る
者

を
召
す
。
能
く
息
を
与
ふ
る
者
皆
來
た
れ
、
息
を
与
ふ
る
こ
と
能
は
ざ
る
者

も
亦
來
た
れ
、
皆
銭
を
取
る
の
券
書
を
持
ち
て
之
を
合
は
す
。
齊
し
く
會
日

を
為
し
、
牛
を
殺
し
酒
を
置
く
。
酒
酣
に
し
て
、
乃
ち
券
を
持
ち
前
の
如
く

之
を
合
は
す
。
能
く
息
を
与
ふ
る
者
に
は
与
に
期
を
為
し
、
貧
に
し
て
息
を

与
ふ
る
能
は
ざ
る
者
に
は
、
其
券
を
取
り
て
之
を
焼
き
て
曰
は
く
、
孟
嘗
君

の
銭
を
貸
す
所
以
の
者
は
、
民
の
無
き
者
の
為
に
以
て
本
業
を
為
さ
し
む
る

な
り
。
息
を
求
め
る
所
以
の
者
は
、以
て
客
に
奉
ず
る
無
き
が
為
な
り
。
今
、

富
給
な
る
者
は
以
て
期
を
要
し
、
貧
窮
な
る
者
は
券
書
を
燔
き
て
以
て
之
を

捐
つ
。（
…
後
略
…
）

・『
史
記
』
孟
嘗
君
列
伝
第
十
五

孟
嘗
君
、
馮
驩
が
券
書
を
焼
き
し
を
聞
き
、
怒
り
て
使
ひ
を
し
て
驩
を
召
さ

し
む
。（
…
中
略
…
）
先
生
銭
を
得
る
や
、
即
ち
以
て
多
く
牛
酒
を
具
へ
て

券
書
を
焼
く
と
。
何
ぞ
や
。（
…
中
略
…
）
無
用
の
虚
債
の
券
を
焚
き
、
得

べ
か
ら
ざ
る
の
虚
計
を
捐
て
、
薛
の
民
を
し
て
君
に
親
し
み
て
君
の
善
声
を

彰
さ
し
め
ん
と
す
る
也
。

『
史
記
』
の
該
当
部
分
は
、
孟
嘗
君
自
身
の
死
及
び
そ
の
封
地
で
あ
っ
た
薛
の

滅
亡
を
記
し
た
後
に
載
せ
ら
れ
る
馮
驩
に
関
す
る
説
話
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
す
れ

ば
司
馬
遷
が
主
体
的
に
編
纂
し
た
の
で
は
な
く
、
別
途
ま
と
ま
っ
た
説
話
に
基
づ

い
て
採
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
『
史
記
』『
戦
国
策
』
の
該
当
部

分
は
、
共
通
の
材
料
か
ら
別
個
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
了
解
さ
れ
る
。

こ
の
前
提
を
念
頭
に
し
て
両
者
を
比
較
す
る
と
興
味
深
い
点
が
見
て
取
れ
る
。

そ
れ
は
、『
戦
国
策
』
が
契
約
文
書
の
意
味
で
記
述
す
る
券
「
券
契
」
を
、『
史
記
』

で
は
何
れ
も
「
券
書
」
に
改
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、司
馬
遷
当
時
、「
劵
」

と
契
と
を
比
較
し
た
場
合
、
契
約
文
書
関
連
語
彙
と
し
て
用
い
る
べ
き
優
先
順
位

が
前
者
の
方
が
高
か
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
為
、
契
を
含
む
語
彙
は
司

馬
遷
に
と
っ
て
古
風
な
も
の
で
あ
り
、
よ
り
同
時
代
的
な
「
券
書
」
に
改
め
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
事
例
と
し
て
、
馬
王
堆
漢
墓
出
土
帛
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
第
二
十
二

章
が
あ
る
。

公
、
常
に
□
契
を
操
り
て
、［
秦
・
韓
を
責
め
よ
。］［
此
れ
其
れ
］
公
を
［
善

し
と
し
て
、
張
］
儀
を
［
惡
し
と
せ
ん
こ
と
］
資
多
し（

（1
（

。

こ
の
文
は
、『
史
記
』
田
敬
仲
世
家
に
同
内
容
の
文
章
が
あ
る
。

公
、
常
に
左
券
を
執
り
て
、
秦
・
韓
を
責
め
よ
。
此
れ
其
れ
公
を
善
し
と
し



続
「
書
契
」
考	

二
四

て
、
張
儀
を
惡
し
と
せ
ん
こ
と
資
多
し
。

こ
の
両
者
は
ほ
ぼ
同
文
だ
が
、
帛
書
で
は
「
操
□
契
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が

『
史
記
』
で
は
「
執
左
券
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
司
馬
遷
が
契
を
「
劵
」

に
置
き
換
え
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
他
の
前
漢
の
出
土
文
字
資
料

の
用
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
単
に
司
馬
遷
の
好
み
で
は
な
く
時
期
に
よ
る
語
彙
の

変
化
が
理
由
と
い
え
る
。

本
章
で
は
、
契
は
先
秦
期
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
た
語
彙
で
あ
り
、
券
は
そ
れ

よ
り
遅
れ
た
戦
国
期
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、及
び
両
者
を
併
せ
た「
契

券
」・「
券
契
」
と
い
う
熟
語
も
登
場
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
よ
う
な
先
秦
期
の
契
・
券
の
使
用
状
況
は
、
秦
の
統
一
後
、
券
が
排
他
的

に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
統
一
に
よ
る
行
政
用
語
彙
の
整
理
の
中
で

券
が
採
用
さ
れ
た
結
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
た
前
漢
も
ま

た
、
公
的
言
語
場
（
行
政
文
書
で
用
い
ら
れ
る
語
彙
セ
ッ
ト
）
か
ら
契
を
排
除
し

券
を
使
い
続
け
た
の
で
あ
る
。

三
　�

契
の
復
活
と［
書
契
＝
文
字
］と
い
う
認
識
の
発
生

（
一
）　
前
漢
末
に
お
け
る
契
の
復
活

前
章
で
は
、
割
り
符
や
刻
み
目
と
い
っ
た
意
味
で
使
用
さ
れ
て
き
た
契
が
、
秦

の
統
一
と
共
に
公
的
な
語
彙
と
し
て
は
同
義
の
券
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て

前
漢
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

し
か
し
、
い
わ
ば
秦
～
前
漢
の
行
政
用
語
セ
ッ
ト
の
中
か
ら
排
除
さ
れ
た
契

は
、
前
漢
末
に
な
る
と
突
如
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（1
（

。

・『
漢
書
』
食
貨
志
第
四
下

王
莽
の
攝
に
居
り
し
と
き
、
漢
制
を
変
ず
る
に
、
周
銭
を
以
て
子
母
相
権
ず

る
有
り
。
是
に
於
い
て
更
め
て
大
銭
を
造
す
。
径
は
寸
二
分
、
重
さ
十
二

銖
、文
に
曰
は
く
「
大
銭
五
十
」
と
。
又
た
契
刀
・
錯
刀
を
造
る
。
契
刀
は
、

其
の
環
大
銭
の
如
し
、
身
形
は
刀
の
如
し
。
長
さ
二
寸
、
文
に
曰
は
く
「
契

刀
五
百
」
と
。
錯
刀
は
黄
金
を
以
て
其
れ
を
錯
す
。
文
に
曰
は
く
「
一
刀
直

五
千
」
と
。
五
銖
銭
と
与
に
凡
そ
四
品
、
並
行
す
。

・『
漢
書
』
食
貨
志
第
四
下

莽
、
真
に
即
く
に
、
以
為
ら
く
劉
字
を
書
す
る
に
金
刀
有
り
。
乃
ち
錯
刀
・

契
刀
及
び
五
銖
銭
を
罷
め
て
、
更
め
て
金
・
銀
・
亀
・
貝
・
銭
・
布
の
品
を

作
り
、
名
づ
け
て
宝
貨
と
曰
ふ
。

・『
漢
書
』
王
莽
伝
第
六
十
九
上

（
居
攝
二
年
）
五
月
、
更
め
て
貨
を
造
る
。
錯
刀
、
一
直
五
千
。
契
刀
、
一

直
五
百
。
大
銭
、
一
直
五
十
。
五
銖
銭
と
並
び
行
ふ
。

・『
漢
書
』
王
莽
伝
第
六
十
九
上

皇
天
上
帝
隆
り
て
大
佑
を
顕
し
、
命
を
成
し
序
を
統
す
に
、
符
契
図
文
・
金

匱
策
書
も
て
神
明
詔
告
し
、
予
に
属
す
る
に
天
下
兆
民
を
以
て
す
。

・『
漢
書
』
王
莽
伝
第
六
十
九
中

皇
帝
謙
譲
し
、
攝
を
以
て
之
に
居
り
、
未
だ
天
意
に
当
ら
ず
。
故
に
其
秋
七

月
、
天
重
ね
て
三
能
・
文
馬
を
以
て
す
。
皇
帝
復
た
謙
譲
し
、
未
だ
位
に
即

か
ず
。
故
に
三
に
は
鉄
契
を
以
て
し
、
…
（
後
略
）
…（

（2
（

。

こ
れ
ら
の
用
例
が
王
莽
が
政
権
を
主
導
し
て
い
た
時
期
に
見
え
る
よ
う
に
な
る

以
上
、
契
の
復
活
に
彼
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
契
が
経
書
や
諸
子

書
等
の
先
秦
文
献
で
使
用
さ
れ
る
語
彙
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
契
の
復
活
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は
、
前
漢
の
政
権
中
枢
層
に
古
典
的
な
語
彙
を
使
用
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
場
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
周
知
の
よ
う
に
、
董
仲
舒
の
対
策
に
象
徴
さ
れ
る
武
帝
紀
以
来
の
儒
家

的
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
物
が
、
前
漢
王
朝
の
政
権
中
枢
へ
進
出
し
た
こ
と
が
そ

の
背
景
に
あ
る
。
彼
ら
の
身
に
つ
け
る
儒
家
的
教
養
の
不
可
欠
な
構
成
要
素
と
し

て
、
秦
以
来
の
行
政
用
語
彙
セ
ッ
ト
と
は
異
な
る
儒
家
文
献
由
来
の
語
彙
セ
ッ
ト

が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
来
歴
を
異
に
す
る
語
彙
セ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

た
人
物
（
そ
の
代
表
が
王
莽
そ
の
人
で
あ
る
）
が
、
朝
廷
の
よ
う
な
公
的
な
場
で

両
方
の
語
彙
を
交
え
て
使
用
す
る
時
代
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
王

莽
自
身
は
公
的
な
場
で
契
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
王
莽
の
周
辺
に

は
契
の
意
味
を
理
解
し
て
い
る
人
物
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
儒
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
強
く
依
拠
し
た
新
し
い
王
朝
を
作
り
つ

つ
あ
る
時
期
に
、
よ
り
そ
れ
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
な
か
っ

た
儒
家
由
来
の
語
彙
セ
ッ
ト
に
も
と
づ
く
「
新
た
な
表
現
」
を
彼
ら
は
求
め
、
そ

れ
を
使
用
し
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
公
的
な
語
彙
空
間
の
中
で
使
用
さ
れ
る
事
例
以
外
に
、
孝

経
緯
の
書
名
に
『
孝
経
援
神
契
』・『
孝
経
左
契
』・『
孝
経
右
契
』
と
い
っ
た
契
を

持
つ
書
名
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る（

（2
（

。

た
だ
し
、
王
莽
の
貨
幣
政
策
の
中
で
契
刀
が
使
用
さ
れ
た
期
間
が
短
い
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
儒
家
的
な
語
彙
が
従
来
の
行
政
語
彙
セ
ッ
ト
の
語
彙
を
駆
逐
す
る

と
か
、
両
者
が
一
体
化
し
た
新
た
な
語
彙
セ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら

か
っ
た
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
従
来
の
行
政
語
彙
と
儒
家
由
来
の
語
彙
と
い
う
、
こ

の
二
つ
の
語
彙
セ
ッ
ト
が
併
存
し
て
い
た
の
が
こ
の
時
代
だ
と
い
え
る
。

 

四
　［
書
契
＝
文
字
］
と
い
う
関
係
の
成
立

前
節
で
は
、
始
皇
帝
の
天
下
統
一
以
来
絶
え
て
き
た
契
が
復
活
し
た
経
緯
を
述

べ
た
。
で
は
「
書
契
が
書
記
記
号
を
意
味
す
る
語
彙
」
と
認
識
さ
れ
た
の
は
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
が
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
山
田
二
〇
〇
九
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
書
契
」
は
前
三
世
紀
後
半
に
初

発
的
な
使
用
が
確
認
さ
れ
る
語
彙
で
あ
る
。
当
該
論
文
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
そ

の
次
点
で
「
文
字
」
の
意
味
は
存
在
し
て
い
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
前
漢
以
降
使

用
さ
れ
な
く
な
っ
た
語
彙
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、「
書
契
」
は
前
漢
末
以
前
に
は

死
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
漢
末
に
至
る
と
復
活
し
、
そ
こ
に
「
文

字
」
の
意
味
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

・『
漢
書
』
芸
文
志
第
十

易
に
曰
は
く
、「
上
古
は
結
縄
し
て
以
て
治
ま
り
、
後
世
の
聖
人
は
之
に
易

ふ
る
に
書
契
を
以
て
し
、
百
官
以
て
治
め
、
万
民
以
て
察
ら
か
な
る
は
、
蓋

し
諸
を
夬か

い

に
取
る
。夬
は
王
庭
に
揚
ぐ
。」と
。其
れ
王
者
の
朝
廷
に
宣
揚
し
、

其
の
最
大
を
用
ふ
る
を
言
ふ
也
。

・『
漢
書
』
芸
文
志
第
十

古
者
、
八
歳
に
て
小
学
に
入
る
。
故
に
周
官
保
氏
は
国
子
を
養
ふ
を
掌
り
、

之
に
六
書
を
教
ふ
。
と
。
象
形
・
象
事
・
象
意
・
象
声
・
転
注
・
假
借
を
謂

ふ
は
、
造
字
の
本
也
。
漢
興
り
て
蕭
何
律
を
草
し
、
亦
た
其
の
法
を
著
し
、

曰
は
く
、
太
史
学
童
に
試
す
、
諷
書
九
千
字
以
上
を
能
く
す
る
は
、
乃
ち
史

為
る
を
得
。
又
た
六
体
を
以
て
之
を
試
し
、
課
最
な
る
者
は
、
以
て
尚
書
・

御
史
・
史
書
令
史
と
為
す
。
吏
民
上
書
し
、
字
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
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輒
は
ち
劾
も
て
挙
ぐ
。 

後
者
の
文
は
、『
二
年
律
令
』
賊
律
・
史
律
に
類
似
の
表
現
が
見
え
る
（
字
形

は
通
行
の
も
の
に
改
め
た
）。

・
賊
律
十
七

□
□
□
し
て
多
少
其
の
実
を
誤
る
、
及
び
誤
脱
字
は
、
罰
金
一
兩
。
誤
れ
ど

も
、
其
の
事
行
ふ
の
可
な
る
者
は
、
論
ず
る
な
か
れ
。

・
史
律
四
七
五
―
四
七
六

史
の
学
童
に
十
五
篇
を
以
て
試
し
、
能
く
書
す
る
こ
と
五
千
字
以
上
を
風
せ

ば
、
乃
ち
得
て
史
と
為
す
。
又
、
八
体
を
以
て
之
を
試
す
。
郡
に
移
し
、
其

の
八
体
も
て
大
史
に
課
し
、
大
史
課
を
誦
し
、
最
一
人
を
取
り
て
以
て
其
の

県
の
令
史
と
為
す
。
殿
者
は
以
て
史
と
為
す
な
か
れ
。
三
歳
に
一
も
て
并
課

し
、
最
一
人
を
取
り
て
、
以
て
尚
書
卒
史
と
為
す
。

・
史
律
四
七
七
―
四
七
八

卜
の
学
童
の
能
く
史
書
三
千
字
を
諷
書
し
、
卜
書
三
千
字
を
徴
し
、
卜
し
て

九
発
し
て
七
以
上
を
中
つ
る
は
、
乃
ち
得
て
卜
と
為
し
、
以
て
官
処
と
為

す
。
其
の
能
く
三
万
以
上
を
諷
誦
す
る
者
は
、
以
て
卜
上
計
六
更
と
為
す
。

…
（
欠
）
…
。
修
法
も
て
試
し
、
六
発
し
て
三
以
上
中
つ
る
者
を
以
て
之
を

補
す
。

・
史
律
四
七
九
―
四
八
〇

祝
の
十
四
章
を
以
て
祝
の
学
童
を
試
し
、
能
く
誦
す
る
こ
と
七
千
言
以
上
の

者
は
、
乃
ち
得
て
祝
五
更
と
為
す
。
大
祝
の
祝
を
試
し
、
祝
を
善
く
し
、
祠

事
に
明
る
き
者
は
、
以
て
冗
祝
と
為
し
、
之
を
冗
と
す
。
史
卜
祝
に
入
ら
ざ

る
者
は
、
罰
金
四
兩
、
学
佴
は
二
兩
と
す
。

『
芸
文
志
』
の
「
易
に
曰
は
く
」
以
下
は
、『
易
』
繋
辞
下
伝
の
当
該
部
分
を
踏

ま
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
全
体
は
（「
古
者
、
八
歳
に
て
」
以
下
が
、
漢

律
を
下
敷
き
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
と
の
対
比

で
明
ら
か
で
あ
る
）、「
情
報
交
換
用
符
号
」
と
し
て
の
「
文
字
」
の
歴
史
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。
そ
の
為
、『
芸
文
志
』
が
「
書
契
＝
文
字
」

と
認
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
部
分
は
、従
来
よ
り
劉
歆
『
七
略
』
の
佚
文
と
さ
れ
て
お
り
（
姚

振
宗
「
七
略
別
録
佚
文
」『
師
石
山
房
叢
書
』
所
収
）、『
七
略
』
が
劉
向
の
『
別
録
』

の
記
事
を
参
照
し
て
い
る
と
さ
れ
る
伝
統
的
認
識
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
こ
の

認
識
は
、
劉
向
父
子
周
辺
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と
言
え
る
。

劉
歆
父
子
が
こ
の
解
釈
を
提
示
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
既
存
の
易
学
や
小
学
の

解
釈
を
引
用
し
た
の
か
は
、
現
状
確
認
し
得
る
史
料
か
ら
は
確
言
で
き
な
い
。

し
か
し
、
劉
向
校
書
作
業
以
前
の
我
々
が
現
在
確
認
可
能
な
前
漢
の
諸
文
献
で

「
書
契
」
が
使
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
更
に
山
田
二
〇
〇
九
で
整
理
し
た

『
易
』
の
解
釈
史
上
「
書
契
＝
書
記
記
号
」
が
採
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
を

踏
ま
え
れ
ば
、
劉
歆
が
こ
の
解
釈
を
提
示
し
た
と
す
る
推
定
も
そ
れ
な
り
に
確
度

が
高
い
と
い
え
る
。

少
な
く
と
も
山
田
二
〇
〇
九
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
書
契
」
を
文
字
の
歴
史
の

中
に
組
み
込
ん
だ
の
は
紛
れ
も
な
く
劉
歆
で
あ
り
、
父
劉
向
と
自
身
が
従
事
し
た

校
書
事
業
の
中
で
、先
秦
特
に
王
莽
期
に
盛
ん
に
顕
彰
さ
れ
た
（
複
数
回
「
書
契
」

が
使
用
さ
れ
る
文
献
で
あ
る
）『
周
礼
』
に
代
表
さ
れ
る
古
文
系
の
語
彙
を
知
り

得
る
機
会
が
多
分
に
存
在
し
た
こ
と
が
、
そ
の
解
釈
を
導
き
出
し
た
背
景
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
後
、［
書
契
＝
文
字
］
の
認
識
が
後
世
に
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
班

固
（『
漢
書
』）
の
影
響
が
大
き
い
。

・『
漢
書
』
古
今
人
表
第
八

書
契
の
作
り
て
自
り
、
先
民
の
得
て
聞
く
べ
き
者
、
経
伝
の
称
す
る
所
、
唐

虞
以
上
は
、
帝
王
に
号
諡
有
り
。

・『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
第
三
十
二

賛
に
曰
は
く
、古
の
書
契
の
作
し
て
よ
り
し
て
史
官
有
り
、其
の
載
籍
博
す
。

・『
漢
書
』
敘
伝
第
七
十
下

虙
羲
は
卦
を
画
し
、
書
契
を
後
に
作
す
。

『
漢
書
』
の
用
例
は
、
そ
の
何
れ
も
上
奏
文
と
い
っ
た
前
漢
の
記
録
に
も
と
づ

く
部
分
で
は
な
く
、
班
固
自
身
の
表
現
で
あ
る
。
加
え
て
こ
れ
ら
『
漢
書
』
の
用

例
以
外
に
も
、
彼
自
身
は
こ
の
表
現
を
気
に
入
っ
た
と
み
え
、
両
都
賦
や
典
引
と

い
っ
た
複
数
の
文
章
で
、「
書
契
」
ま
た
は
そ
れ
を
略
し
た
表
現
と
考
え
ら
れ
る

契
を
用
い
て
い
る
。
恐
ら
く
「
文
字
」
の
古
雅
な
表
現
と
し
て
の
「
書
契
」
と
い

う
認
識
で
使
用
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

・『
後
漢
書
』
班
彪
列
伝
第
三
十
下

（
筆
者
注
：
班
固
『
典
引
』
よ
り
）
縄
を
踰
へ
契
を
越
へ
、
寂
寥
と
し
て
詔

ぐ
る
こ
と
亡
き
者
は
、
系
（
繋
辞
下
伝
の
こ
と
）
も
得
て
綴
ら
ざ
る
也
。

・『
後
漢
書
』
班
彪
列
伝
第
三
十
下

（
筆
者
注
：
班
固
『
典
引
』
よ
り
）
書
契
已
來
、
未
だ
之
を
紀
す
こ
と
或
ら

ざ
る
也
。

更
に
後
漢
の
許
慎
が
『
説
文
解
字
』
叙
で
こ
の
認
識
を
踏
ま
え
た
文
字
の
歴
史

を
記
述
し
た
こ
と
で
決
定
的
と
な
る
。

・
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙

黄
帝
の
史
倉
頡
、
鳥
獣
の
蹋
迒
の
迹
を
見
る
。
分
理
の
相
ひ
別
異
す
べ
き
を

知
り
、
初
め
て
書
契
を
造
る
。

こ
の
文
は
、
上
述
し
た
『
芸
文
志
』（
あ
る
い
は
『
七
略
』）
の
文
章
を
典
拠
に

し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
一
方
『
説
文
解
字
』
の
説
解
に
お
い
て
［
書
契
＝
文

字
］
の
関
係
を
否
定
す
る
見
解
を
許
慎
は
提
示
し
て
い
る
。

・『
説
文
解
字
』
巻
十
下
／
大
部
／
契

大
約
な
り
。
大
に
从
ひ
㓞
に
从
ふ
。『
易
』
に
曰
は
く
「
後
代
聖
人
之
に
易

ふ
る
に
書
契
を
以
て
す
。」
と
。

更
に
許
慎
は
契
と
券
の
同
義
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

・『
説
文
解
字
』
巻
四
下
／
刀
部
／
券

契
な
り
。
刀
に
从
ふ
𢍏
聲
。
券
別
の
書
、
刀
を
以
て
其
の
旁
に
判
契
す
。
故

に
契
券
と
曰
ふ
と（

（2
（

。

こ
れ
ら
『
説
文
解
字
』
の
記
述
や
、
彼
自
身
が
「
五
経
無
双
」
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
経
書
に
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
説
文
解
字
』
叙
の

記
述
は
、
単
な
る
過
去
の
言
説
の
引
用
以
外
の
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
叙
の
内
容
が
受
容
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、［
書
契
＝
文
字
］
の
関
係
を

普
及
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、後
漢
期
以
降
、特
に
班
固
に
よ
っ
て
本
格
的
に
提
示
さ
れ
た
［
書

契
＝
文
字
］
と
い
う
表
現
と
意
味
の
新
た
な
関
係
は
、
後
漢
一
代
の
間
に
徐
々
に

広
ま
り
（『
説
文
解
字
』
は
後
漢
中
期
の
西
暦
百
年
）、
後
漢
の
末
頃
に
は
そ
れ
な

り
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
崔
瑗
『
草
書
勢
』
や
荀
悦
の
『
前
漢
紀
』

序
、
更
に
は
劉
熙
『
釈
名
』
第
十
九
の
篇
名
が
「
釈
書
契
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
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了
解
さ
れ
よ
う（
（2
（

。

更
に
そ
の
後
も
書
契
は
使
用
さ
れ
続
け
、西
晋
の
書
論
と
し
て
著
名
な
衛
恒『
四

体
書
勢
』
を
始
め
、
杜
預
『
春
秋
釈
例
』・
崔
豹
『
古
今
注
』
と
い
っ
た
複
数
の

文
献
に
そ
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

（2
（

。
無
論
、
南
北
朝
の
分
断
時
期

に
至
っ
て
も
、
南
朝
北
朝
そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
例
が
あ
り
（『
抱
朴
子
』
外
篇
・『
宋

書
』・『
水
経
注
』・『
洛
陽
伽
藍
記
』
な
ど
）、
そ
れ
以
降
の
隋
唐
に
至
っ
て
も
変

わ
り
な
く
使
わ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
流
れ
は
現
在
に
至
る
ま
で
絶
え
る
こ
と
は
無
い
。
そ
れ
は
、
甲
骨
文
字

を
殷
墟
書
契
と
称
し
た
羅
振
玉
の
例
を
挙
げ
る
だ
け
で
事
足
り
よ
う
（
林
澐

二
〇
〇
三
）。
そ
の
よ
う
な
無
意
識
的
な
伝
統
の
流
れ
こ
そ
が
、
書
契
を
文
字
の

古
雅
な
称
謂
と
し
て
受
け
入
れ
て
し
ま
う
背
景
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
（
こ
こ
で

は
、
永
田
英
正
一
九
七
六
を
一
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
）。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
で
は
書
契
が
文
字
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
背
景
に
、
以
下
の
歴

史
的
事
情
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
、
契
と
券
と
い
う
同
義
語
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
契
が
最
も
早
期
の
事

例
に
属
す
こ
と
、
そ
し
て
券
は
前
三
世
紀
に
降
る
こ
と
を
確
認
し
、
統
一
秦
以
降

の
行
政
用
語
と
し
て
券
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
契
は
稀
見
の
語
に
属
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
の
前
漢
末
に
復
活
し
、
つ
い
に
は
後
漢
以
降
［
書
契
＝
文
字
］
の
関

係
が
定
着
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
儒
家
的

教
養
が
復
活
・
定
着
す
る
前
漢
武
帝
期
以
降
、
更
に
王
莽
～
後
漢
に
か
け
て
の
国

制
が
儒
教
の
教
説
に
よ
り
密
着
し
た
形
で
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
従

来
特
定
の
学
派
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
語
彙
が
復
活
し
た
こ
と

を
併
せ
て
明
ら
か
に
し
た
。

す
な
わ
ち
我
々
が
古
典
漢
文
の
語
彙
セ
ッ
ト
と
し
て
認
識
し
て
い
る
語
彙
群

は
、
実
は
統
一
秦
以
来
の
行
政
用
語
セ
ッ
ト
＋
前
漢
末
に
復
活
し
た
儒
家
由
来
の

語
彙
と
い
う
、二
つ
の
語
彙
セ
ッ
ト
の
混
在
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、更
に
は
前
漢

の
多
く
の
時
期
に
お
い
て
、後
者
は
一
度
死
に
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
彙
の
復
活
と
受
容
に
は
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
テ
キ
ス
ト
の
存

在
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
、
前
漢
末
に
そ
の
よ
う
な
語
彙
の
復
活
が
行
わ
れ
た

背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
劉
向
校
書
に
よ
っ
て
、
標
準
テ
キ
ス
ト
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
事
業
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
劉
歆
が
『
七
略
』
で
［
書
契
＝
文
字
］

の
解
釈
を
打
ち
出
し
た
の
は
、
前
漢
期
に
は
契
が
一
般
的
に
は
使
わ
れ
な
い
珍
し

い
語
彙
で
あ
り
、
そ
の
意
味
も
広
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
よ
う

な
新
た
な
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
世
に
も
そ
れ
が
問
題
な
く
受
け
入

れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
秦
や
そ
れ
を
承
け
た
前
漢
で
は
、
特
定
の
語
彙
の
強
制
的
な
置
き

換
え
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
主
に
避
諱
の
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
（
影
山

二
〇
〇
二
・
景
山
二
〇
〇
三
・
王
建
二
〇
〇
二
a
・
王
建
二
〇
〇
二
b
・
潘
銘
基

二
〇
〇
九
）。

し
か
し
、
本
論
で
は
契
と
券
の
出
現
の
偏
り
を
例
に
し
て
論
じ
た
よ
う
に
、
避

諱
に
関
わ
ら
な
い
語
彙
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
統
一
後
に
語
彙
の
統
一
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
契
と
券
と
い
う
二
語
の
み
を
採
り
上
げ
た
が
、
こ
の
分
野
で
最



立
命
�
白
川
靜
記
念
東
洋
�
字
�
�
�
究
所
紀
�
　
第
七
號	

二
九

も
研
究
が
進
ん
で
い
る
避
諱
、
特
に
近
出
の
出
土
文
字
資
料
に
統
一
秦
期
の
行

政
語
彙
置
き
換
え
に
関
わ
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
（
陳

松
長
二
〇
〇
九
・
遊
逸
飛
二
〇
一
一
・
張
春
龍
／
龍
京
沙
二
〇
〇
九
・
朱
紅
林

二
〇
一
一
）、
現
在
我
々
が
気
づ
い
て
い
な
い
語
彙
の
置
き
換
え
が
存
在
し
た
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事
後
の
課
題
と
し
た
い
。

参
考
文
献

日
文井

上
了	

一
九
九
九	

�「
現
行
本
『
慎
子
』
の
資
料
的
問
題
に
つ
い
て
」『
中
国
研
究

集
刊
』
二
四
。

大
庭
脩	

一
九
八
二	

『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
。

	

一
九
九
二	

�「
漢
代
の
符
と
致
」『
漢
簡
研
究
』
同
朋
舎
出
版
。
第
二
篇
第

二
章
。

影
山
輝
国	

二
〇
〇
二	

�「
秦
代
避
諱
試
探
」『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代
文
化
』
汲

古
書
院
所
収
。

	

二
〇
〇
三	

�「
漢
代
避
諱
に
関
す
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」『
東
洋
文
化

研
究
所
紀
要
』
一
四
四
。

片
野
竜
太
郎	

二
〇
〇
五	

�「
里
耶
秦
簡
に
見
え
る
債
務
労
役
―
J1
⑨
1
～
12
簡
を
中
心

と
し
て
―
」『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
九
。

永
田
英
正	

一
九
七
六	

�「
一
一
　
書
契
」
林
巳
奈
夫
編
『
漢
代
の
文
物
』
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
。

籾
山
明	

一
九
九
五	
�「
刻
歯
簡
牘
初
探
─
漢
簡
形
態
論
の
た
め
に
─
」『
木
簡
研
究
』

一
七
。

山
田
崇
仁	

二
〇
〇
八
ａ�

「「
文
字
」
な
る
表
記
の
誕
生
」『
中
国
古
代
史
論
叢
』
五
。

立
命
館
東
洋
史
学
会
。

	

二
〇
〇
八
ｂ�

「
書
同
文
考
」『
史
林
』九
一
―
九
四
。
史
学
会（
京
都
大
学
）。

	

二
〇
〇
九	

�「
書
契
考
」『
中
国
古
代
史
論
叢
』
六
。
立
命
館
東
洋
史
学
会
。

吉
本
道
雅	

二
〇
〇
三	

�「
墨
子
兵
技
巧
諸
篇
小
考
」。『
東
洋
史
研
究
』
六
二
―
二
。

中
文陳

松
長	

二
〇
〇
九	

�『
秦
代
避
諱
的
新
材
料
』『
中
国
社
会
科
学
報
』
二
〇
〇
九
年

九
月
十
日
号
。

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

	

二
〇
〇
七	

『
里
耶
発
掘
報
告
』
岳
麓
書
社
。

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

	

二
〇
一
一	

『
里
耶
秦
簡
（
壱
）』
文
物
出
版
社
。

胡
平
生	

二
〇
〇
九	

�「
里
耶
秦
簡
八
―
四
五
五
号
木
方
性
質
芻
議
」『
簡
帛
』
第
四

輯
。
上
海
古
籍
出
版
社
。

吉
本
道
雅	

二
〇
〇
七	

�「
睡
虎
地
秦
簡
年
代
考
―
附
論
日
本
中
国
古
代
史
研
究
的
現

状
」（
孫
正
軍
訳
）。『
北
京
与
京
都
―
架
設
中
日
的
知
識
橋

梁

；

北
京
大
学
与
京
都
大
学
第
二
次
人
文
学
術
研
討
会
論
文

或
提
要
集
』。
北
京
大
学
歴
史
学
系
。

林
澐	

二
〇
〇
三	

�「
説
〝
書
契
〟」『
吉
林
師
範
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』

二
〇
〇
三
年 

一
期
。

劉
信
芳
・
梁
柱
編
著

	

一
九
九
七	

�『
雲
夢
龍
崗
秦
簡
』
科
学
出
版
社
。

劉
隠
叔	

一
九
九
三	

�「
説
〝
契
〟」『
成
都
師
専
学
報
』
一
九
九
三
年
二
期
。

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編

	

一
九
八
〇
―
一
九
八
五
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
（
壱
）（
弐
）（
参
）』
文
物

出
版
社
。

潘
銘
基	

二
〇
〇
九	

�「『
史
記
』
与
先
秦
両
漢
互
見
典
籍
避
諱
研
究
」『
中
国
文
化

研
究
所
学
報
』
四
九
。

沈
舜
乾	

二
〇
〇
六	

�「
論
〝
文
字
〟
的
本
称
是
〝
書
〟〝
契
〟」『
集
美
大
学
学
報
（
哲

学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
六
年
二
期
。

	

二
〇
一
一	

�「
論
〝
書
〟〝
契
〟
是
文
字
的
最
早
称
謂
」『
漳
州
師
範
学
院

学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一
一
年
四
期
。

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組

	

一
九
九
〇	

�『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
。

王
国
維	

一
九
一
七	

�「
蒼
頡
篇
殘
簡
跋
」『
観
堂
集
林
』
五
所
収
。

王
建	
二
〇
〇
二
ａ�

「
試
論
中
国
先
秦
時
期
的
避
諱
」『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』

一
二
五
。



続
「
書
契
」
考	

三
〇

	

二
〇
〇
二
ｂ�

「
試
論
中
国
秦
漢
時
期
的
避
諱
」『
愛
知
大
学
文
学
論
叢
』

一
二
六
。

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

	

一
九
八
五	

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壱
］』
文
物
出
版
社
。

遊
逸
飛	
二
〇
一
一	

�「
里
耶
秦
簡
八
―
四
五
五
号
木
方
選
釈
」『
簡
帛
』
第
六
輯
　

上
海
古
籍
出
版
社
。

張
春
龍
・
龍
京
沙

	

二
〇
〇
九	

�「
湘
西
里
耶
秦
簡
八
―
四
五
五
号
」『
簡
帛
』
第
四
輯
。
上
海

古
籍
出
版
社
。

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

	

二
〇
〇
一	

�『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
。

朱
紅
林	

二
〇
一
一	

�「
里
耶
秦
簡
八
―
四
五
五
号
木
方
研
究
―
竹
簡
秦
漢
律
与

『
周
礼
』
比
較
研
究
（
七
）
―
」『
井
岡
山
大
学
学
報
」。

二
〇
一
一
年
第
一
期
。

注（
1
） 

顔
師
古
『
漢
書
注
』「
挈
は
刻
む
る
也
。
詩
大
雅
緜
緜
の
篇
に
曰
は
く
「
爰
に
我
が

亀
を
挈
ま
ん
。」
と
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
刻
み
て
之
を
開
き
、
灼
し
て
之
を
卜
す
と
。
挈

の
音
は
口
計
の
反
。」。
清
：
馮
登
府
『
三
家
詩
異
文
疏
証
』（『
皇
清
経
解
』
一
四
〇
七

―
一
四
〇
八
所
収
）
で
は
、『
漢
書
』
叙
伝
の
「
挈
亀
」
を
引
い
て
、
斉
詩
の
表
現
に

も
と
づ
く
と
す
る
。
但
し
、『
文
選
』
所
収
の
班
固
「
幽
通
賦
」
で
は
「
契
亀
」
に
作
っ

て
い
る
。

（
2
） 

文
字
と
は
、
任
意
の
平
面
上
に
お
け
る
他
領
域
と
区
別
さ
れ
る
、
ま
と
ま
っ
た
形
状

に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
刻
み
目
の
深
さ
と
い
っ
た
立
体
で
表
現
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
文
字
と
は
あ
る
特
定
の
言
語
を
視
覚
的
に
表
現
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
刻
み
目
の
よ
う
な
符
号
（
例
え
ば
秦
簡
や
漢

簡
に
見
え
る
い
わ
ゆ
る
「
刻
歯
簡
」（
籾
山
明
一
九
九
五
を
参
照
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
）

と
は
区
別
し
て
論
じ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
詩
説
が
構
築
さ
れ
て
き
た
先

秦
～
前
漢
と
い
う
時
代
で
は
甲
骨
文
の
存
在
は
既
に
忘
れ
去
ら
れ
て
お
り
（『
漢
書
』

芸
文
志
、
即
ち
『
七
略
』
が
整
理
す
る
八
種
類
の
書
体
（
八
体
）
に
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
）、
契
を
文
字
の
古
称
と
す
る
説
は
、
甲
骨

文
を
知
り
得
る
か
ら
こ
そ
提
示
可
能
な
後
付
の
も
の
で
し
か
な
い
。

（
3
） 

こ
こ
で
「
挈
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
こ
の
字
は
、
先
秦
～
前
漢
に
か
け
て

普
遍
的
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
『
史
記
』『
漢
書
』
に
見
え
る
「
絜
（
挈
）
令
」

が
居
延
漢
簡
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
前
漢
期
に
行
政
用
語
と
し
て
確
実
に
存
在
し
た
表

現
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
漢
代
の
行
政
用
語
に
見
え
る
「
絜
（
挈
）」

に
つ
い
て
は
、大
庭
脩
の
「『
方
言
』
に
見
え
る
「
特
、秦
は
挈
と
言
ふ
」
に
も
と
づ
き
、

「
絜
（
挈
）
令
」
と
は
、
あ
る
特
定
の
官
署
で
の
み
有
効
と
な
る
法
令
で
あ
る
」
と
す

る
説
に
従
い
、
契
と
は
無
関
係
の
も
の
と
し
て
お
く
（
大
庭
脩
一
九
八
二
第
二
篇
第
二

章
第
四
節
・
同
一
九
九
二
も
併
せ
て
参
照
の
こ
と
）。

（
4
） 

殷
の
始
祖
で
あ
る
契
を
「
卨
」
と
表
記
す
る
事
例
は
、『
漢
書
』
異
姓
諸
侯
王
・
百

官
公
卿
表
・
古
今
人
表
・
礼
楽
志
・
董
仲
舒
伝
に
も
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。
ま
た
、
別
字

形
の
「
禼
」
と
表
記
す
る
事
例
が
、『
後
漢
書
』・『
新
唐
書
』
に
見
え
る
。

（
5
） 

時
期
的
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
「
余
」
は
司
馬
談
の
こ
と
。

（
6
） 

但
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
五
九
八
・
六
三
三
及
び
『
困
学
紀
聞
』
巻

十
二
に
引
く
『
楚
漢
春
秋
』
佚
文
に
「
丹
書
鉄
券
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
本
来
は

後
者
の
表
現
だ
っ
た
も
の
を
、『
漢
書
』
の
段
階
で
前
者
の
表
現
に
改
編
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
7
） 

券
の
契
約
関
連
語
彙
以
外
の
用
例
と
し
て
は
、『
荘
子
』
庚
桑
楚
「
内
に
券つ
と

む
る
者

は
無
名
に
行
ひ
、
外
に
券
む
る
者
は
期
費
に
志
す
。」
の
よ
う
に
、
勌
の
仮
借
と
し
て

使
用
さ
れ
る
例
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
8
） 『
墨
子
』
號
令
・
雑
守
篇
を
初
め
と
す
る
所
謂
兵
技
巧
諸
篇
の
成
書
時
期
・
地
域
に

つ
い
て
は
、
吉
本
二
〇
〇
三
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
） 『
文
子
』
微
明
で
は
、
老
子
言
と
し
て
、
こ
の
前
後
を
含
む
文
章
を
引
用
す
る
。

（
10
） 

張
家
山
漢
簡
釈
文
は
、張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
二
〇
〇
一
に
従
う
。

（
11
） 

誤
券
に
つ
い
て
は
、『
岳
麓
書
院
秦
簡
弐
』
所
収
の
『
数
』
に
も
複
数
の
用
例
が
あ
る
。

（
12
） 

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
の
釈
文
は
、
何
れ
も
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
一
九
八
〇
―

一
九
八
五
に
従
う
。

（
13
） 

釈
文
は
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
一
九
八
五
に
従
う
。

（
14
） 
睡
虎
地
秦
墓
の
釈
文
は
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
一
九
九
〇
に
従
う
。

（
15
） 
釈
文
は
劉
信
芳
・
梁
柱
編
著
一
九
九
七
に
従
う
。

（
16
） 

里
耶
秦
簡
の
簡
番
号
に
つ
い
て
は
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
七
に
従
う
。

九
層
目
な
ど
は
ま
だ
未
刊
行
の
た
め
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
一
一
で
は
な
く

前
者
に
従
っ
て
い
る
。
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一

（
17
） 

片
野
二
〇
〇
五
で
は
銭
校
券
書
を
「
依
頼
の
書
類
」
と
す
る
が
、
J1
⑨
1
正
―
同

12
正
が
依
頼
内
容
そ
の
も
の
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
こ
の
文
書
と
銭
校
券
と
が
セ
ッ

ト
で
関
係
先
へ
送
付
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
依
頼
の
書
類
」
は
J1
⑨
1
正

―
同
12
正
で
あ
り
、
銭
校
券
書
は
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
債
務
の
存
在
と
そ
の
具
体

的
内
容
を
証
明
す
る
た
め
の
書
類
と
し
た
方
が
良
い
。

（
18
） 

括
弧
内
は
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
（
弐
）
一
九
八
三
の
補
筆
に
従
っ
た
。

（
19
） 

例
外
的
に
、『
塩
鉄
論
』
世
務
篇
に
「
符
契
内
合
」
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
春
秋
期

の
人
物
の
会
話
中
に
出
て
く
る
語
句
で
あ
り
、
先
秦
由
来
の
材
料
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
但
し
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、
本
論
で
述
べ
た
よ
う
な
、
前
漢
の
公
的
言
語
場
に

儒
家
的
語
彙
セ
ッ
ト
が
進
出
す
る
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
逆
に
、

そ
こ
だ
け
し
か
事
例
が
無
い
こ
と
に
こ
そ
、
行
政
用
語
彙
セ
ッ
ト
の
中
に
契
が
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
証
左
と
も
な
る
。

（
20
） 

こ
の
文
の
「
鉄
契
」
は
、
食
貨
志
及
び
王
莽
伝
上
が
貨
幣
の
名
称
で
あ
っ
た
り
王
莽

自
身
の
言
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、『
漢
書
』
の
地
の
文
で
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
契
を
好
ん
で
使
用
し
た
班
固
の
改
編
の

可
能
性
も
あ
る
が
、
十
二
回
に
も
及
ぶ
天
命
の
象
徴
の
語
句
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と

と
、
王
莽
自
身
が
契
を
使
用
し
た
事
実
か
ら
す
れ
ば
、「
鉄
契
」
が
本
来
の
語
句
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。『
漢
書
』
で
は
別
に
高
帝
紀
に
「
丹
書
鉄
契
」
の
用
例
が
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
文
で
既
に
述
べ
た
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
五
九
八
に
別
に
引
か

れ
る
『
楚
漢
春
秋
』
佚
文
に
「
書
券
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
脈
か
ら
し
て
「
券
に
書

す
」
と
読
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
21
） 

但
し
、こ
こ
で
の
意
味
は
『
説
文
解
字
』
の
説
解
に
あ
る
「
大
約
」
が
近
い
だ
ろ
う
。

（
22
） 

こ
の
文
は
大
徐
本
に
も
と
づ
く
が
、
小
徐
本
は
「
契
券
」
で
は
な
く
契
に
作
る
。
段

玉
裁
は
こ
の
何
れ
も
否
定
し
「
書
契
」
に
作
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、唐
：

玄
應
『
一
切
経
音
義
』
巻
一
三
・
唐
：
荊
渓
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
七
・『
太

平
御
覧
』
巻
五
九
八
で
は
小
徐
本
と
同
じ
く
「
故
に
契
と
曰
ふ
也
」
に
作
る
。
本
論
で

は
、
許
慎
が
説
解
で
は
契
を
文
字
の
意
味
で
は
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
れ

ば
よ
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
可
否
に
つ
い
て
は
問
わ
な
い
。

（
23
） 『
草
書
勢
』（『
晋
書
』
衛
瓘
伝
に
引
く
）「
書
契
の
興
る
る
や
、
頡
皇
自
り
始
ま
る
。

彼
の
鳥
跡
を
写
し
、以
て
文
の
章
を
定
む
。」。『
前
漢
紀
』
序
「
乃
ち
書
契
を
作
る
」（『
後

漢
書
』
巻
六
十
二
に
も
同
書
の
序
を
引
く
）。

（
24
） 

索
靖
『
草
書
状
』「
倉
頡
既
に
生
ま
れ
、書
契
是
に
為
る
。」。
衛
恒
『
四
体
書
勢
』「
倉

頡
な
る
者
は
、
始
め
て
書
契
を
作
り
以
て
結
縄
に
代
ふ
。」。
崔
豹
『
古
今
注
』
問
答
釈

義
第
八
「
牛
亨
問
ひ
て
曰
は
く
「
古
の
書
契
有
り
て
自
り
已
來
…
」。
杜
預
『
春
秋
釈
例
』

土
地
名
第
四
十
四
「
然
る
に
書
契
以
来
…
…
」。

な
お
本
論
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
B
）「
情
報
化
時
代
に
お
け

る
中
国
学
次
世
代
研
究
基
盤
の
確
立
」（
研
究
代
表
者
　
二
階
堂
善
弘
／
課
題
番
号

２
３
３
２
０
０
１
０
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
立
命
館
大
學
文
學
部
非
常
勤
講
師
）




